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２
月
１
日
、
市
内
の
神
社
で
厄
年
に
あ
た
る
方
々
が
正
装
で
参
拝
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
女
性
の

33
歳
も
大
厄
と
さ
れ
、
北
秋
田
地
方
で
は
、
昔
な
が
ら
の
和
装
で
お
参
り
す
る
風
習
が
残
っ
て
い
ま
す
。

黒
留
袖
と
丸
髷
が
雪
に
映
え
、
古
式
ゆ
か
し
い
趣
を
か
も
し
出
し
て
い
ま
し
た
︵
鷹
巣
神
社
で
︶
。

あ
で
や
か
に
年
祝
い

〜
三
十
三
歳
厄
払
い
祈
願

1616
22



  

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
さ
れ
た
国
際

教
養
大
学
の
熊
谷
嘉
隆
助
教
授
、
前
中
ひ
ろ

み
助
教
授
か
ら
「
味
付
け
は
お
母
さ
ん
、
お

ば
あ
さ
ん
か
ら
伝
わ
っ
て
来
た
も
の
で
、
世

界
で
こ
こ
で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
料
理
で
す
。

地
元
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
に
提

供
し
た
ら
す
ご
い
観
光
素
材
に
な
り
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
食
文

化
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
」（
熊
谷
助
教)

「
皆
さ
ん
は
食
べ

慣
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
が
、
よ
そ
か
ら
来
た

人
に
と
っ
て
は
素
晴
ら
し
い
食
資
源
で
す
。

ひ
と
つ
の
食
材
で
こ
れ
だ
け
の
料
理
が
あ
れ

ば
フ
ル
コ
ー
ス
が
で
き
ま
す
ね
」（
前
中
助
教

授
）と
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
同
行
し
た
国
際
教
養
大
学
の
学
生
た
ち
か

ら
は
「
懐
か
し
く
な
っ
て
田
舎
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
電
話
し
ま
し
た
」
な
ど
食
べ
物
の
偉
大

な
力
に
驚
く
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
唱
歌
「
ふ

る
さ
と
」
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

１
番
を
大
学
生
が
独
唱
し
、
全
員
参
加
の
合

唱
へ
と
つ
な
が
る
と
、
会
場
は
一
体
感
に
包

ま
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
素
晴
ら
し
い
郷
土
の
財
産
を

再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
発
想
も
た

く
さ
ん
発
見
さ
れ
た
よ
う
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に

一
工
夫
の
構
想
が
わ
い
て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

　
「
食
」
を
通
し
て
ふ
る
さ
と
の
文

化
を
探
っ
て
み
よ
う
と
「
ふ
る
さ
と

★
食
の
つ
ど
い
in
阿
仁
・
森
吉
」
が

１
月
28
日
に
四
季
美
館
（
森
吉
地
区
）、

29
日
に
打
当
温
泉
マ
タ
ギ
の
湯
（
阿

仁
地
区
）
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
日

ご
ろ
食
べ
て
い
る
料
理
、
昔
か
ら
伝

わ
る
伝
統
料
理
、
地
域
の
食
材
を
使
っ

た
料
理
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
食
の
話

し
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。 

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
の
味
を 

現
在
ま
で
受
け
継
ぎ
、
守
っ
て
き
た 

女
性
た
ち
の
素
晴
ら
し
い
技
術
、
経 

験
、
知
恵
が
輝
く
場
と
し
て
、
そ
し 

て
、
食
の
豊
か
さ
や
良
さ
を
再
発
見

し
、
地
域
交
流
と
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
市
、
森
吉
山
通
年
観
光

対
策
協
議
会
、
阿
仁
森
吉
観
光
３
セ

ク
連
絡
会
の
共
催
に
よ
り
開
催
さ
れ

た
も
の
で
す
。 

　
自
由
参
加
な
が
ら
、
お
米
・
山
菜

料
理
、が
っ
こ
、煮
付
け
、餅
、デ
ザ
ー

ト
な
ど
、
両
会
場
合
わ
せ
て
約
２
２

０
品
の
料
理
が
持
ち
寄
ら
れ
、
試
食

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
工
夫
を

こ
ら
し
た
ふ
る
さ
と
の
味
、
一
品
一

品
を
丁
寧
に
見
つ
め
な
が
ら
、
行
事

食
に
ま
つ
わ
る
話
題
や
親
か
ら
子
、

子
か
ら
孫
へ
と
受
け
継
が
れ
た
秘
伝

な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
時
折
聞

こ
え
る
笑
い
声
は
「
お
ら
ほ
の
味
」

の
か
く
し
味
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

ふ
る
さ
と
★
食
の
つ
ど
い
in
阿
仁
・
森
吉 

食
の
豊
か
さ
や
良
さ
を
 

再
発
見
 

 

郷
土
の
財
産
を
次
世
代
へ
 

▼  

 

１
月
28
日
開
催
の
森
吉
会
場
「
四
季
美
館
」
 

▼  

 

１
月
29
日
開
催
の
阿
仁
会
場
 

「
打
当
温
泉
マ
タ
ギ
の
湯
」
 

先人の知恵と工夫を活かし、腕によりを 
かけて作られた郷土料理が並びました 

（上：四季美館　下：打当温泉マタギの湯） 

 

森
吉
山
の
紅
葉
弁
当 

ふ
る
さ
と
の
味
は
私
た
ち
の
財
産
で
す

ふ
る
さ
と
の
味
は
私
た
ち
の
財
産
で
す

思
い
出
の
詰
ま
っ
た

思
い
出
の
詰
ま
っ
た

岩
魚
バ
ッ
テ
ラ
寿
司 

●作り方 
 ①バッテラ昆布を押し型に敷く②
酢じめにした岩魚を型に入れ、わ
さび、千切りにした生姜、青じそ
を並べて炒り白ごまを振る③②の
上にこぶし位の寿司飯を詰め込む
④押し型で強く押し、ゆっくり取
り出したら、一口大に切る 

み
ず
の
親
子
漬 

●作り方 
 

●作り方 
 

①春に採ったみずを塩茹でし、
塩を入れて冷凍保存する②冷凍
してあるものを塩抜きして、生
姜を入れ、漬物として調理する 

門
谷
勝
子
さ
ん
（
向
本
城
） 

土
佐
イ
ツ
さ
ん
（
松
山
町
） 

厚
揚
げ
豆
腐
の
白
和
え 

高
橋
ス
ワ
さ
ん
（
鍛
冶
町
） 

①人参、椎茸、厚揚げの皮を薄く
切り取り、薄口醤油、砂糖で煮詰
める②ほうれん草を茹でる③ねり
ごまとクルミをスピードカッター
にかける④③に豆腐を入れてよく
混ぜ、調味料と①を混ぜ合わせる 

高
　
　
砂
　
　
重 

つ
け
も
の
各
種 

阿
　
仁
　
婦
　
人
　
会 

★一の重：えび入りちらし、山菜
おこわ★二の重：鯛の甘煮、はた
はたの田楽、ぜんまいの白和え、
ライスだんご、伊達巻き、ミズの
こぶのしその実和え★三の重：ト
マトのシロップ漬け、卵寒天、く
りの渋皮煮、いちじくの甘露煮★
天然まいたけの土びん蒸し 

 

Ｊ
Ａ
あ
き
た
北
央
女
性
部
阿
仁
支
部 

★ちらしずしは、森吉山の紅
葉をイメージして 
★天然アユの塩焼き 
★かのかのにんにく味噌和え 
★ぜんまいの煮物 
★牛肉の煮物 

生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
阿
仁
湯
口
内
地
区 

★ビール漬け　★山ぶどう漬け 
★しょうゆ漬け　★みそ漬け 
★千枚漬け　 
★きゅうり・なす・糸かぼちゃ
の漬物　 
★玄米漬け 
★かたうりの鉄砲漬け 



広報きたあきた　18.　2.　165 4広報きたあきた　18.　2.　16

 

 

こ
の
講
座
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て
秋
田
県
が
県
内
３
カ
所

に
設
け
て
い
る
拠
点
の
一
つ
「
秋
田
県
北

部
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
」
の
主
催
。

は
じ
め
に
、
女
性
や
家
族
の
問
題
を
研
究

テ
ー
マ
と
さ
れ
て
い
る
青
森
県
立
保
健
大

学
の
佐
藤
恵
子
助
教
授
を
講
師
に
「
皆
が

幸
せ
な
社
会
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　 

    

佐
藤
講
師
は
「
子
育
て
が
た
い
へ
ん
で

あ
る
こ
と
を
夫
に
わ
か
っ
て
も
ら
え
ず
悩

ん
だ
。
離
婚
も
考
え
た
が
、
か
と
い
っ
て

専
業
主
婦
の
自
分
が
経
済
的
も
自
立
で
き

な
い
立
場
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
男
女

の
役
割
が
何
か
悩
ん
だ
時
期
だ
っ
た
」
な

ど
と
、
ご
自
身
の
子
育
て
体
験
や
当
時
の

夫
婦
関
係
な
ど
を
紹
介
、
そ
の
上
で
男
女

が
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
な
ど
あ
ら

ゆ
る
側
面
で
均
等
に
利
益
を
享
受
し
、
ま

た
、
と
も
に
責
任
を
担
う
こ
と
が
、
真
に

皆
が
幸
せ
に
な
れ
る
社
会
で
あ
る
こ
と
を

訴
え
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
家
庭
や
職
場
、
政
治
分
野
な
ど

で
は
特
に
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

社
会
通
念
や
し
き
た
り
と
い
っ
た
昔
な
が

ら
の
価
値
観
で
は
女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い

る
割
合
が
特
に
少
な
い
と
感
じ
て
い
る
内

閣
府
の
調
査
結
果
な
ど
を
紹
介
し
「
子
育

て
な
ど
女
性
が
抱
え
る
問
題
や
、
職
場
や

社
会
の
中
で
特
に
男
性
に
見
ら
れ
る
責
任

感
の
問
題
な
ど
に
気
付
く
こ
と
が
社
会
の

行
き
詰
ま
り
を
解
決
す
る
鍵
と
な
る
」
な

ど
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

　
講
演
の
あ
と
、
本
市
綴
子
古
関
に
あ
る

㈱
ジ
ー
エ
ム
ジ
ャ
パ
ン
代
表
取
締
役
社
長

の
篠
原
康
夫
氏
が
「
や
さ
し
く
強
い
企
業

を
め
ざ
し
て
〜
男
女
イ
キ
イ
キ
職
場
宣
言｣

と
題
し
、
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

   

　
同
社
は
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ア
、
カ
ジ
ュ
ア

ル
ウ
エ
ア
な
ど
を
製
造
す
る
従
業
員
１
３

９
人
（
内
女
性
１
１
５
人
）
の
地
元
企
業
。

篠
原
氏
は
、
女
性
の
多
い
職
場
環
境
に
早

く
か
ら
配
慮
、
▼
女
性
の
管
理
職
登
用
（
現

在
29
人
の
係
長
職
以
上
の
役
職
の
う
ち
、

半
数
以
上
の
16
人
が
女
性
）
▼
女
性
の
職

域
拡
大
▼
育
児
休
暇
の
積
極
的
取
得
▼
給

与
水
準
を
下
げ
る
こ
と
な
く
時
短
な
ど
で

社
員
の
士
気
を
高
め
る
▼
職
場
の
諸
問
題

を
話
し
合
う
運
営
委
員
会
（
パ
ー
ト
社
員
、

契
約
社
員
も
入
る
）
の
設
置
、
な
ど
の
取

り
組
み
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

　
「
社
員
に
や
さ
し
い
」
企
業
経
営
が
、

結
果
的
に
は
「
強
い
」
企
業
と
な
る
、
と

い
っ
た
内
容
の
発
表
を
、
会
場
の
皆
さ
ん

も
し
き
り
に
う
な
づ
き
な
が
ら
聴
講
し
て

い
ま
し
た
。 

　
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
考
え
る
﹁
男
女
共
同
参
画
社
会
基
礎
づ
く
り
講
座

in

北
秋
田
市
﹂
が
１
月
26
日
、
市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
自
治
体
、
企
業
関
係
者
、
婦

人
団
体
関
係
者
な
ど
が
、
講
演
や
事
例
発
表
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
ま
た
、
市
で
は
現

在
、
検
討
委
員
会
を
設
け
、
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
を
策
定
中
で
す
。
こ
の
ほ
ど
開

か
れ
た
講
座
の
あ
ら
ま
し
と
、
基
本
計
画
の
策
定
経
過
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
考
え
よ
う�

﹁
皆
が
幸
せ
な
社
会
を
目
指
し
て
﹂

< 特 集 >

 

　
事
例
発
表
を
行
っ
た 

㈱
ジ
ー
エ
ム
ジ
ャ
パ
ン
代
表

取
締
役
社
長
・
篠
原
康
夫
氏 

▼ 

　
講
師
の
青
森
県
立
保
健

大
学
助
教
授
・
佐
藤
恵
子 

▼ 

『男女共同参画に関する世論調査（平成16年11月：内閣府）』 

■各分野の男女の地位の平等感 

家　庭 

職　場 

学校教育 

政　治 

法律・制度 

社会通念・ 
慣例・しきたり 
 

10.8 

16.7 

2.3 

30.9 

11.7 

24.1

38.5 

42.7 

11.4 

41.0 

34.4 

50.6

39.9 

25.0 

66.8 

19.7 

39.3 

17.2

6.7 

3.7 

3.1 

1.1 

4.3 

2.9

1.4 

0.5 

0.4 

0.2 

0.8 

0.3 

 

2.6 

11.3 

16.0 

7.1 

9.5 

4.8

男
性
が
非
常
に
優
遇
さ

れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
男

性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
女

性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
が
非
常
に
優
遇
さ

れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 区　分 

▲▼佐藤講師が紹介した男女の平等感に関する最近の統計資料の

一部。家庭、職場、政治など、ほとんどの分野で男性が優遇され

ていると感じている割合が高く（上の表）、５８カ国のうち、日本

は３８位と国際的に大きく遅れていることがわかる（下の表） 

 

 

〜
﹁
男
女
共
同
参
画
社
会
基
礎
づ
く
り
講
座

　
　
　
　
　
　
　

in
北
秋
田
市
﹂
講
演
と
事
例
発
表
か
ら
〜

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
 

17 
33 
38 
54 
 

スウェーデン 
ノルウェー 
アイスランド 
デンマーク 
フィンランド 
ニュージーランド 
カナダ 
英　国 
ドイツ 
オーストラリア 
 
米　国 
中　国 
日　本 
韓　国 

順位 国　名  

「世界経済フォーラム」まとめ 

■
男
女
平
等
社
会
ラ
ン
キ
ン
グ
（
２
０
０
５
年
） 

男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
問
題

点
に
気
付
く
こ
と
が
出
発
点

経
営
理
念﹁
や
さ
し
さ
﹂を﹁
強
さ｣

に

⋯

(株)
ジ
ー
エ
ム
ジ
ャ
パ
ン

※
58
カ
国
を
対
象
に
、
男
女
差
別
の
度
合
い
を
指
数

化
し
た
も
の
。
差
別
が
少
な
い
順
で
日
本
は
38
位
。

●
年
度
内
の
策
定
を
目
指
し
検
討
会
を
開
催 

北
秋
田
市
男
女
共
同
参
画

　
　
　
　
基
本
計
画
検
討
委
員
会

⋯ ⋯

 

　
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て

基
本
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
昨
年
12
月
28
日
検
討

委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
に
２
回
の
検
討
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
国
の
政
策
や
社
会
情
勢
な
ど
を
受
け
、
旧
４
町
で

も
そ
れ
ぞ
れ
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
合

併
に
伴
い
、
新
た
に
新
市
と
し
て
の
基
本
計
画
を
策

定
す
る
た
め
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
も
の
で
す
。 

　
検
討
委
員
は
、
秋
田
県
北
部
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
長
の
佐
藤
つ
じ
子
さ
ん
ほ
か
、
市
民
の
代
表
、

市
役
所
の
各
課
長
等
を
含
め
18
人
。
計
画
の
素
案
は

「
基
本
的
な
考
え
方
」「
男
女
共
同
参
画
の
実
現
の
た

め
の
施
策
」「
推
進
体
制
」「
男
女
共
同
参
画
社
会
形
成

の
た
め
の
実
行
計
画
」
と
４
章
で
構
成
さ
れ
、
第
２

章
と
第
４
章
で
は

そ
れ
ぞ
れ
社
会
全
体
、

家
庭
、
学
校
、
職
場
、

地
域
な
ど
で
の
実

現
に
向
け
た
具
体

的
な
内
容
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
素
案

に
対
し
第
１
回
目

の
検
討
会
（
昨
年

12
月
28
日
）
で
は

「
４
地
区
の
地
域

性
が
素
案
に
は
反

映
し
き
れ
て
い
な

い
の
で
は
。
旧
４

町
の
計
画
も
参
考

に
し
な
が
ら
、
盛

り
込
む
べ
き
」「
『
女

性
の
人
材
育
成
』や『
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
』
な
ど
と
あ

る
が
、
も
っ
と
具
体
的
に
説
明
し
な
い
と
わ
か
ら
な

い
」「
農
林
業
に
お
け
る
推
進
体
制
に
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
」
な
ど
の
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
第
２
回
目
の
検
討
会
（
１
月
17
日
）
で
は

「
計
画
の
趣
旨
と
す
る
と
こ
ろ
の
男
女
同
等
の
立
場

の
意
識
づ
く
り
が
重
要
」
と
の
意
見
が
異
口
同
音
に

出
さ
れ
ま
し
た
が
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
の
推
進
が
急

務
」「
介
護
の
男
女
共
同
作
業
の
必
要
を
痛
感
す
る
」

等
、
当
面
す
る
生
活
課
題
か
ら
掘
り
下
げ
る
必
要
性

を
訴
え
た
り
「
男
女
間
の
性
の
違
い
と
特
徴
の
面
か

ら
も
幅
広
い
理
解
を
求
め
る
こ
と
が
肝
要
」
と
、
計

画
に
も
提
示
し
て
い
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
手
段

を
講
じ
て
学
童
か
ら
一
般
成
人
ま
で
の
意
識
啓
発
に

努
め
る
べ
き
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
計
画
案
は
、
市
の
総
合
計
画
と
一
体
性
を
持
た
せ

る
関
係
か
ら
、
来
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
10

年
間
の
期
間
と
し
て
い
る
も
の
で
、
成
案
と
し
た
も

の
を
２
月
定
例
市
議
会
に
報
告
し
、
今
年
度
内
の
策

定
を
目
ざ
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

第
２
回
検
討
会（
１
月
17
日
） 

■
基
本
的
な
考
え
方 

■
男
女
共
同
参
画
の
実
現
の
た
め
の
施
策 

■
推
進
体
制 

■
男
女
共
同
参
画
社
会
形
成
の
た
め
の
実
行
計
画 

　
の
４
章
で
構
成 

計画の素案 

（単位：％） 
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財政白書  

特 別 会 計 予 算 執 行 状 況  

市 民 の 負 担 状 況  

用語の解説  
①　一般会計と特別会計…地方公共団体の会計は、本来単一の会計によって整理されるのが理想とされています

　が、実際の行政活動は広範多岐にわたっているのが現状です。そこで地方公共団体の基本的な経費を「一般会

　計」、特定の事業を行う場合の経費を「特別会計」として区別しています。 

②　主な歳入項目…「地方交付税」＝歳入の中で最も大きな財源であり、国が使いみちを指定しないで交付する

　もの。「国庫支出金」＝国が使いみちを指定して交付するもの。「市債」＝市の借り入れ金など。「諸収入」

　＝各種貸付金や預託金収入。「地方譲与税」＝所得譲与税、自動車重量譲与税、航空機燃料譲与税、地方道路

　譲与税として市町村へ交付されるもの。 

　９月末現年度 （調定額から　） 

直

接

税

 

間
接
税 

市 民 税 個 人 分  

市 民 税 法 人 分  

純 固 定 資 産 税  

軽 自 動 車 税 

合　　　計 

市民１人当たり（円／人） 

68,953円　 

１世帯当たり（円／世帯） 

188,640円　 

市 た ば こ 税  

国 民 健 康 保 険 税  

867,666千円 

107,445千円 

1,763,890千円 

68,714千円 

2,807,715千円 

112,192千円 2,755円 7,538円 

67,514円 1,084,752千円 

（９月末　人口40,719人、世帯数14,884世帯） 

126,575円 

（９月末　加入被保険者数16,067人、加入世帯数8,570世帯） 

会 計 区 分  予算現額 収入済額 収入率（％） 支出済額 執行率（％） 

60,800千円（2.9％） 

105,630千円 （20.7％） 

201,085千円（52.5％） 

179,781千円（36.7％） 

財政白書 財政白書 財政白書 
平成17年度上半期 

　市民の皆さんに市の財政事情を知ってい
ただくために、毎年２回一般会計、特別会
計の執行状況が公表されています。 
　12月１日に平成17年度上半期（平成17
年４月１日～９月30日）の結果が公表され
ました。収入・支出状況など市の財政事情
をのぞいてみましょう。 
(一時借入金及び会計間の相互流用金を除く・
繰越明許費を含む） 

一 般 会 計 予 算 執 行 状 況  

項　　　目 予　算（千円） 

地 方 交 付 税 ９,８９２,３８８ 

市 　 　 　 税  ２,８５３,６４５ 

県 支 出 金  １,６２０,７３５ 

市 　 　 　 債  ２,１３２,７００ 

国 庫 支 出 金  ２,０３６,３５１ 

諸 収 入  ５１０,４７３ 

地 方 譲 与 税  ４９０,４４７ 

地方消費税交付金 ３８３,０００ 

そ の 他  
（分担金、使用料等） ２,７８９,９９３ 

項　　　目 予　算（千円） 

民 生 費  ５,７６２,５８８ 

教 育 費  ３,８０１,８４７ 

総 務 費  ２,３０１,７１５ 

土 木 費  １,８１４,８６２ 

農林水産業費 １,７０３,９７９ 

公 債 費  ３,１７８,２１０ 

衛 生 費  １,８４９,６４１ 

消 防 費  ９５４,５６３ 

そ の 他  １,３４２,３２７ 

１億 ２億 ４億 ６億 10億 20億 60億 80億 100億 

1,762,853千円（61.8％） 

269,333千円（16.6％） 

417,787千円 （20.5％） 

1,831,263千円（65.6％） 

予　　算　　額 

収入・支出済額 

歳　 入 

予　　算 22,709,732千円 

収入済額 11,589,184千円 

収入割合 51.0　％ 

942,302千円（50.9％） 

1,561,345千円（49.1％） 

399,707千円（23.5％） 

437,364千円（45.8％） 

３億 ５億 ７億 10億 20億 30億 40億 50億 60億 

2,845,506千円（49.4％） 

1,186,656千円（31.2％） 

993,245千円（43.2％） 

609,053千円（33.6％） 

歳　 出 

770,294千円（57.3％） 

6,760,652千円（68.3％） 

予　　算 22,709,732千円 

支出済額 9,745,472千円 

支出割合 42.9　％ 

国 民 健 康 保 険 

合 川 診 療 所  

老 人 保 健

介 護 保 険

介 護 サ ー ビ ス 

簡 易 水 道  

農 業 集 落 排 水  

下 水 道 事 業  

特 定 地 域 生 活 排 水  

宅 地 造 成  

財 産 区

合 　 　 計  

3,785,198 

385,293 

5,112,440 

3,435,955 

1,122,453 

1,008,478 

571,957 

2,425,889 

55,244 

315,891 

84,426 

 

18,303,224 

1,914,092 

77,686 

2,280,705 

1,609,466 

512,625 

396,055 

127,806 

382,264 

18,385 

21,167 

293,895 

 

7,634,146 

 

（坊沢・綴子・栄・沢口・七日市 
　米内沢・前田・阿仁合・大阿仁） 
 

50.6 

20.2 

44.6 

46.8 

45.7 

39.3 

22.3 

15.8 

33.3 

6.7 

348.1 

 

41.7 

 

1,554,612 

224,157 

2,211,001 

1,479,492 

583,714 

354,410 

136,998 

749,480 

7,227 

296,957 

2,676 

 

7,600,724

41.1 

58.2 

43.2 

43.1 

52.0 

35.1 

24.0 

30.9 

13.1 

94.0 

3.2 

 

41.5
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１
月
21
・
22
日
の
２
日
間
、
阿
仁
地
区
（
小
様
・

笑
内
）
の
高
齢
者
住
宅
な
ど
で
地
元
の
方
や
社
福
協
・

北
秋
田
地
域
振
興
局
・
秋
田
市
・
大
潟
村
・
災
害
支

援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
名
古
屋
・
栃
木
）
の
会

員
等
30
人
が
雪
寄
せ
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
特
に
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
地
域
で
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
全

国
に
呼
び
か
け
、
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
救
援
を
受
け
た
高
齢
者
の
方
々
は
「
家
の
中
が
明

る
く
な
り
安
心
で
す
」と
喜
び
、感
謝
し
て
い
ま
し
た
。 

　
栃
木
県
か
ら
参
加
し
た
椿
佳
代
さ
ん
は
「
初
め
て

の
体
験
で
雪
は
想
像
以
上
に
重
く
、
肉
体
労
働
。
雪

害
対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
に
活
か
し
ま
す
」
と
感

想
を
述
べ
、
今
後
の
活
動
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま

し
た
。 

本
格
的
な
オ
ペ
ラ
を
堪
能 

秋
田
声
楽
研
究
会
第
22
回
定
期
公
演 

　
秋
田
声
楽
研
究
会
（
三
澤
由
美
子
代
表
）
に
よ
る

第
22
回
定
期
公
演
が
１
月
29
日
、
文
化
会
館
で
開
か

れ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
音
楽
フ
ァ
ン
が
本
格
的
な

オ
ペ
ラ
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
上
演
さ
れ
た
の
は
、
ラ
ジ
オ
オ
ペ
ラ
と
し
て
作
曲

さ
れ
た
「
泥
棒
と
オ
ー
ル
ド
ミ
ス
」
、
キ
リ
ス
ト
生

誕
を
訪
ね
る
東
方
の
三
賢
者
と
い
う
聖
書
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
題
材
と
し
た
「
ア
マ
ー
ル
と
夜
の
訪
問
者
」
の

２
作
品
。
日
本
を
代
表
す
る
バ
リ
ト
ン
歌
手
・
福
島

明
也
さ
ん
（
二
期
会
）
を
迎
え
、
地
元
の
合
唱
団
や

バ
レ
エ
団
、
有
志
の
方
も
加
わ
り
、
共
同
作
業
で
作

り
上
げ
ま
し
た
。
会
場
を
埋
め
た
観
衆
は
、
こ
の
数
ヵ

月
に
わ
た
り
練
習
を
重
ね
た
本
格
的
な
舞
台
に
引
き

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

県
内
外
か
ら
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

阿
仁
小
様
・
笑
内
地
区
で
活
動
展
開 

ふ
る
さ
と
の
飛
躍
を
願
う 

 

昭
和
42
年
に
結
成
さ
れ
、
41
回
を
数
え
る
首
都
圏

合
川
会
の
総
会
・
親
睦
会
が
２
月
５
日
、
千
代
田
区

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
を
会
場
に
約
１
５
０
人
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
総
会
で
は
、
和
田
吉
次
会
長
が
「
ふ
る
さ
と
を
思

う
心
が
一
つ
の
輪
に
な
っ
て
41
年
間
続
け
て
こ
ら
れ

た
。
ふ
る
さ
と
合
川
は
新
生
北
秋
田
市
と
し
て
多
い

に
飛
躍
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
し
て

「
福
祉
に
役
立
て
て
」
と
市
に
福
祉
寄
金
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。 

　
親
睦
会
で
は
、
合
川
出
身
の
歌
手
・
林
る
り
子
さ

ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
や
秋
田
弁
を
交
え
て
の
ト
ー

ク
に
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
ふ
る
さ
と
の

話
題
な
ど
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。 

第
41
回
首
都
圏
合
川
会
総
会
・
親
睦
会 

栃木県や名古屋市からも駆けつけ、排雪作業 
に汗を流すボランティア 

日
本
の
伝
統
文
化
に
親
し
む 

　
米
内
沢
高
校
（
三
浦
邦
次
校
長
）
の
伝
統
行
事
で

41
回
を
数
え
る
「
全
校
カ
ル
タ
大
会
」
が
１
月
25
日

に
同
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
創
立
60
周
年
記
念
大
会
と
い
う
こ
と
で
、
森
吉
中

学
校
３
年
生
と
鷹
巣
、
花
輪
の
カ
ル
タ
同
好
会
も
参

加
し
、
百
人
一
首
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
競
技
は
基
本
を
５
人
一
組
と
す
る
チ
ー
ム
対
抗
戦
。

静
け
さ
の
中
に
、
読
み
手
が
小
野
小
町
や
清
少
納
言

ら
の
和
歌
を
読
み
上
げ
る
と
、
一
転
し
て
札
を
取
っ

た
生
徒
の
歓
声
と
取
り
損
ね
た
生
徒
の
悔
し
が
る
声

が
体
育
館
に
響
い
て
い
ま
し
た
。 

　
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
古
典
の
世

界
に
慣
れ
親
し
む
と
と
も
に
、
ク
ラ
ス
の
枠
を
超
え

た
親
ぼ
く
を
深
め
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

米
高
全
校
カ
ル
タ
（
百
人
一
首
）
大
会 

今
年
の
作
柄
を
占
う
結
果
は 

Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
青
年
部
「
雪
中
稲
刈
り
」 

植えられた16株の苗を刈り取り、一株ずつ 
倒れ方を判断し、豊凶を占いました 

ふ
る
さ
と
の
味
「
干
し
餅
」
を
出
荷 

 

阿
仁
打
当
内
の
農
家
の
軒
先
に
、
今
年
も
色
と
り

ど
り
の
「
干
し
餅
」
が
下
げ
ら
れ
、
阿
仁
地
区
の
風

物
詩
と
も
言
え
る
光
景
が
見
ら
れ
ま
す
。
い
つ
も
は

寒
の
入
り
を
待
っ
て
作
業
が
始
ま
る
「
干
し
餅
づ
く

り
」
で
す
が
、
こ
の
冬
は
12
月
下
旬
か
ら
気
温
が
下

が
り
、
例
年
よ
り
も
早
く
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
も
ち
に
は
一
切
の
添
加
物
を
使
わ
な
い
で
、
自
家

生
産
の
も
ち
米
と
自
家
栽
培
の
カ
ボ
チ
ャ
・
小
豆
・

し
そ
の
葉
・
ゴ
マ
な
ど
を
入
れ
て
色
と
味
付
け
を
し

て
い
ま
す
。 

　
食
の
安
全
に
特
に
気
を
配
っ
た
干
し
餅
は
２
月
２

日
、
Ｊ
Ａ
北
央
を
通
じ
て
１
０
０
０
束
を
初
出
荷
し

ま
し
た
。
今
年
の
出
来
具
合
は
サ
ク
サ
ク
し
た
食
感

に
仕
上
が
り
出
荷
作
業
に
も
力
が
入
り
ま
す
。 

サ
ク
サ
ク
と
し
た
食
感
に
仕
上
が
り
ま
し
た 

 

大野台工業団地関係者や元海軍飛行予科練習生 
も加わり2000人以上で組織する首都圏合川会 
 
 

真剣な表情で読み手の声に耳を澄ませ、 
目でカルタを追う米高生たち 

主婦が「干し餅づくり」のグループを結成、 
米の付加価値を高めようとがんばっています 

20世紀のオペラの中で最も数多く上演される 
作品の1つ「アマールと夜の訪問者」の一場面 

　
今
年
の
作
柄
を
占
う
「
雪
中
稲
刈
り
」
が
２
月
１

日
、
大
太
鼓
の
館
前
で
行
わ
れ
、
畠
山
喜
久
雄
さ
ん

（
農
業
・
綴
子
）
の
見
立
て
は
、
倒
伏
の
心
配
は
な

い
け
れ
ど
も
、
平
年
作
よ
り
は
下
回
る
『
や
や
不
良
』

と
の
ご
託
宣
に
、
稲
刈
り
を
見
守
っ
た
関
係
者
ら
は

身
を
引
き
締
め
ま
し
た
。 

　
こ
の
行
事
は
、
先
月
15
日
に
行
わ
れ
た
「
雪
中
田

植
え
」
で
、
苗
に
見
立
て
て
植
え
ら
れ
た
稲
わ
ら
な

ど
の
「
稲
」
の
倒
れ
方
を
判
断
し
、
稲
作
の
豊
凶
を

占
う
民
俗
行
事
で
す
。 

　
今
年
は
「
や
や
不
良
」
と
の
結
果
に
な
り
ま
し
た

が
、
関
係
者
は
「
い
も
ち
病
や
冷
害
に
気
を
つ
け
、

こ
う
な
ら
な
い
よ
う
米
作
り
に
励
も
う
」
と
、
豊
穣

の
秋
に
向
け
、
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 
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鷹
農
チ
ー
ム
は
７
日
、
鹿
角
市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
表
彰
式

の
後
帰
校
し
、
優
勝
パ
レ
ー
ド
と
報
告
会
に
臨
み
ま
し
た
。 

　
優
勝
カ
ッ
プ
や
賞
状
を
手
に
選
手
や
指
導
者
、
同
校
の
生
徒
ら
お
よ
そ
１
０
０

人
が
午
後
６
時
、
友
情
応
援
し
た
鷹
巣
高
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を
先
頭
に
鷹
ノ
巣

駅
前
を
ス
タ
ー
ト
、
沿
道
か
ら
の
祝
福
の
言
葉
を
受
け
な
が
ら
商
店
街
を
行
進
し

ま
し
た
。 

　
鷹
巣
農
林
は
、
男
子
15
キ
ロ
フ
リ
ー
で
長
岐
章
公
君
（
１
年
）
が
優
勝
、
男
子

10
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
で
松
橋
幸
也
君
（
２
年
）
が
準
優
勝
す
る
な
ど
全
７
種
目
全

て
に
入
賞
、
最
終
日
の
リ
レ
ー
で
は
10
位
に
終
わ
っ
た
も
の
の
、
学
校
対
抗
で
は

41
点
を
獲
得
、
２
位
の
北
照
高
校
（
北
海
道
）
に
15
点
差
を
つ
け
て
の
圧
勝
で
し

た
。
同
校
の
優
勝
は
初
。
県
内
の
高
校
男
子
が
全
国
優
勝
し
た
の
も
初
め
て
と
い

う
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
女
子
リ
レ
ー
で
も
米
内
沢
高
校
が
10
位
に
入
賞

す
る
な
ど
健
闘
し
ま
し
た
。  

　
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
報
告
会
に
は
、
パ
レ
ー
ド
し
た
選
手
ら
の
ほ
か
学
校

関
係
者
、
祝
福
に
駆
け
つ
け
た
市
民
な
ど
お
よ
そ
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。  

　
選
手
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を
し
た
ス
キ
ー
部
主
将
の
高
橋
将
也
君
（
３
年
）

は
「
来
年
も
優
勝
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
力
強
く
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
の
連
覇
は
も
ち
ろ
ん
、
来
年
鹿
角
市
で
開
か
れ
る
秋
田
わ
か
杉

国
体
冬
季
大
会
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
同
校
と
米
内
沢
高
校
の
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

■
男
子
15
キ
ロ
フ
リ
ー
　
１
位
／
長
岐
章
公
　
９
位
／
松
橋
幸
也 

■
男
子
10
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
　
２
位
／
松
橋
幸
也
　
９
位
／
長
岐
章
公 

■
複
　
合
　
５
位
／
加
賀
智
哉 

■
純
飛
躍
　
10
位
／
加
賀
智
哉  

■
男
子
大
回
転
　
４
位
／
高
橋
将
也
　 

■
男
子
回
転
　
９
位
／
豊
島
拓 

■
男
子
リ
レ
ー
　
10
位 

（
松
橋
幸
也
　
鈴
木
匠
　
津
谷
清
太
　
長
岐
章
公
） 

■
男
子
学
校
対
抗
　
１
位
／
鷹
巣
農
林
高
校
　
得
点
41 

　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
／
北
照
高
校
（
北
海
道
）
得
点
26 

 

■
女
子
リ
レ
ー
　
10
位
／
米
内
沢
高
校 

■
女
子
学
校
対
抗
　
27
位
／
米
内
沢
高
校
　
得
点
１ 

米
内
沢
高
校
も
リ
レ
ー
で
10
位
と
健
闘

鹿角インターハイ

鷹
巣
農
林
高
校
が
全
国
総
合
優
勝

鷹
巣
農
林
高
校
が
全
国
総
合
優
勝

お
め
で
と
う
！

第
55
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技

▲７種目全てに入賞、学校対抗では２位の北照高校（北海道）
に圧勝、初の全国優勝を勝ち取った鷹農チーム 

◇
女
子
◇ 

　
２
月
３
日
か
ら
７
日
ま
で
の
日
程
で
鹿
角
市
の
花
輪
ス
キ
ー

場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
て
い
た
第
55
回
全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会

で
本
市
の
鷹
巣
農
林
高
校
が
初
の
全
国
総
合
優
勝
を
獲
得
し
ま

し
た
。 

　
県
内
の
高
校
が
男
子
で
優
勝
し
た
の
は
初
め
て
と
い
う
快
挙
。

ま
た
、
女
子
で
も
米
内
沢
高
校
が
リ
レ
ー
で
10
位
入
賞
と
健
闘

し
ま
し
た
。 

　
優
勝
し
た
鷹
巣
農
林
高
校
は
、
７
日
、
鷹
ノ
巣
駅
前
か
ら
の

目
抜
き
通
り
を
パ
レ
ー
ド
、
市
民
か
ら
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。 

◇
大
正
末
期
の
ス
キ
ー
部
創
立
以
来
の
快
挙 

▲たくさんの優勝カップや楯、賞状を手に全国優勝
を報告する選手と北林　校長。北林校長は、「総合
優勝は大正末期に創設されたスキー部の８０年来の
悲願だった。まもなく迎える学校創立１００周年を
前に達成でき、万感の思い。これも応援していただ
いた皆さんのおかげ」と述べていました。 

▼鷹ノ巣駅から中央公民館まで
パレードする選手ら。沿道の市
民から「よくやった」「来年も
優勝を」と、祝福と激励の言葉
がかけられていました。 
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ほかの市区町村から転入してきたとき 

職場の健康保険をやめたとき 

職場の健康保険の被扶養者ではなくなったとき 

子どもが生まれたとき 

生活保護を受けなくなったとき 

外国籍の人が加入するとき 

ほかの市区町村の転出証明書、印かん 

職場の健康保険をやめた証明書、印かん 

被扶養者でなくなった理由の証明書、印鑑 

母子健康手帳、印かん 

保護廃止決定通知書、印かん 

外国人登録証明書 

ほかの市区町村に転出したとき 

職場の健康保険に加入したとき 

職場の健康保険の被扶養者になったとき 

 

国保の被保険者が死亡したとき 

生活保護を受けるようになったとき 

外国籍の人がやめるとき 

※保険証、印かん 

国保と職場の健康保険の両方の※保険証 

（後者が未交付の場合は加入したことを 

証明するもの）、印かん 

※保険証、死亡を証明するもの、印かん 

※保険証、保護開始決定通知書、印かん 

保険証、外国人登録証明書 

退職医療制度の対象となったとき 

市内において住所が変わった（転居）とき 

世帯主の氏名が変わったとき 

世帯が分かれたり、一緒になったりしたとき 

修学のため、別に住所を定めるとき 

保険証等をなくしたとき 

（あるいは汚れて使えなくなったとき） 

保険証、年金証書、印かん 

※保険証、印かん 

 

 

保険証、在学証明書、印かん 

身分を証明するもの、印かん 

（使えなくなった保険証など） 

国保に加入するとき

国保をやめるとき

そ　　　の　　　他

※保険証・・・【国保をやめるとき】、【その他】の場合、世帯主が理由にかかわるときはその

世帯全員の保険証が必要です。 

●国保は相互扶助で成立つ制度です。2月28日は国保税第8期の納期限。 

　納期内納付にご協力ください。どうしても納付が難しいときはそのままにせず早めの納税相談

をお願いします。 

　会社などで働く皆さんが会社を辞めたときは、国民健康保険の加入者（被保険者）となります。  

　また、国民健康保険加入者の方が就職して職場の健康保険などに加入したときは、国民健康保険を脱退

することになります。  

　このようなときは忘れずに、各支所の国保窓口で14日以内に届け出を行ってください。  

■加入の手続きが遅れると･･･  

　・国保税をさかのぼって納めることになります。(遡及賦課)  

　・保険証がないと医療費を全額自己負担することになります。  

■脱退の手続きが遅れると･･･  

　・あとで医療費を返さなければいけないことがあります。  

　・国保と、新たに加入した健康保険などに、保険税(料)を二重に納めてしまうことがあります。  

【退職者医療制度に該当する場合】  

　厚生年金等を受給されている方で、20年もしくは40歳以降10年の加入期間がある方は、年金証書を持

参してください。 

こんなとき 届け出に必要なもの

◎お問い合わせ　北秋田市役所保険課　�６２－１１１８ 
 

国民健康保険の加入・脱退は必ず
14日以内に届け出を！

国民健康保険の加入・脱退は必ず
14日以内に届け出を！

 

■
第
43
回
全
国
中
学
ス
キ
ー
大
会

本
市
の
中
学
生
も
大
活
躍

ト
リ
ノ
で
メ
ダ
ル
を
！

　
２
月
５
日
か
ら
新
潟
県
妙
高
市
で
開

か
れ
て
い
た
第
43
回
全
国
中
学
ス
キ
ー

大
会
で
、
本
市
か
ら
参
加
し
た
中
学
生

も
大
活
躍
し
ま
し
た
。 

 

８
日
に
行
わ
れ
た
リ
レ
ー
で
は
、
合

川
中
３
年
の
御
処
野
光
沙
さ
ん
、
同
２

年
の
金
田
理
穂
さ
ん
、
阿
仁
中
２
年
の

高
堰
美
里
さ
ん
が
主
力
メ
ン
バ
ー
と
な

っ
た
秋
田
県
チ
ー
ム
が
地
元
新
潟
県
チ

ー
ム
と
接
戦
を
演
じ
、
ア
ン
カ
ー
の
金

田
さ
ん
が
同
タ
イ
ム
で
ゴ
ー
ル
。
写
真

判
定
で
優
勝
こ
そ
逃
し
た
も
の
の
、
見

事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。 

　
メ
ン
バ
ー
の
１
人
御
処
野
さ
ん
は
、

全
県
・
東
北
大
会
で
は
ク
ラ
シ
カ
ル
、

フ
リ
ー
、
リ
レ
ー
の
３
冠
を
達
成
し
て

い
る
実
力
の
持
ち
主
。
こ
の
大
会
で
も

女
子
３
㌔
ク
ラ
シ
カ
ル
で
準
優
勝
、
女

子
３
㌔
フ
リ
ー
で
７
位
と
活
躍
し
ま
し

た
。 

　
ま
た
、
阿
仁
中
の
高
堰
さ
ん
も
フ
リ

ー
で
９
位
に
入
賞
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
男
子
秋
田
県
チ
ー
ム
も
３
走

で
出
場
し
た
鷹
巣
南
中
３
年
の
近
藤
大

仁
君
の
活
躍
も
あ
り
見
事
３
位
入
賞
。 

　
県
大
会
で
ク
ラ
シ
カ
ル
、
フ
リ
ー
の

２
冠
を
獲
得
し
た
近
藤
君
は
、
全
国
大

会
で
も
実
力
を
発
揮
、
男
子
５
㌔
ク
ラ

シ
カ
ル
で
６
位
、
同
フ
リ
ー
で
も
７
位

に
入
賞
し
て
い
ま
す
。 

　
近
藤
君
は
卒
業
後
の
進
路
に
鷹
巣
農

林
高
校
を
志
望
し
て
い
ま
す
。
も
し
現

在
の
鷹
農
チ
ー
ム
に
加
わ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
選
手
層
も
厚
く
な
り
来
年
の

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
連
覇
に
向
け
て
さ
ら
に

期
待
が
高
ま
り
そ
う
で
す
。
　 

近藤大仁君 

（鷹巣南中３年） 

御処野光沙さん 

（合川中３年） 

金田理穂さん 

（合川中２年） 

高堰美里さん 

（阿仁中２年） 

▲全国中学スキー大会で活躍

した本市の中学生の皆さん 

個
人
・
リ
レ
ー
種
目
と
も

鷹
農
の
活
躍
に
続
け 

　
２
月
11
日
（
日
本
時
間
）
、
ト
リ
ノ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕
し
ま
し
た
。
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
複
合
競
技
に
は
本

市
出
身
の
高
橋
大
斗
選
手
（
鷹
巣
農
林

高
出
｜
土
屋
ホ
ー
ム
）
、
小
林
範
仁
選

手
（
花
輪
高
出
｜
東
京
美
装
）
が
出
場
、

メ
ダ
ル
獲
得
を
目
指
し
ま
す
。 

　
踏
み
切
り
で
の
瞬
発
力
が
求
め
ら
れ

る
ジ
ャ
ン
プ
と
、
持
久
力
が
勝
負
の
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
。
大
き
く
性
格
の
異

な
る
ふ
た
つ
の
競
技
を
組
み
合
わ
せ
た

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
の
勝
者
は
、
「
キ

ン
グ
・
オ
ブ
・
ス
キ
ー
」
と
し
て
称
え

ら
れ
ま
す
。
　 

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
実
施
さ
れ
る
複
合

競
技
は
３
種
目
。
11
日
に
は
個
人
（
ジ

ャ
ン
プ
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル
、
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
15
㌔
）
、
15
日
が
団
体
（
ノ
ー

マ
ル
ヒ
ル
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
５
㌔

×
４
）、
21
日
が
個
人
ス
プ
リ
ン
ト
（
ラ

ー
ジ
ヒ
ル
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
７
・

５
㌔
）
と
い
う
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。 

　
高
橋
、
小
林
両
選
手
は
、
７
日
に
現

地
で
行
わ
れ
た
記
者
会
見
で
「
五
輪
に

は
１
回
出
た
こ
と
で
落
ち
着
い
て
臨
め

そ
う
（
高
橋
選
手
）
」
「
緊
張
は
あ
る

が
、
い
つ
も
ど
お
り
に
や
る
（
小
林
選

手
）
」
と
意
欲
を
示
し
て
い
ま
す
。 

　
高
橋
選
手
の
母
校
鷹
巣
農
林
高
校
で

は
、
先
輩
の
メ
ダ
ル
獲
得
を
後
押
し
し

よ
う
と
テ
レ
ビ
観
戦
で
の
応
援
会
を
計

画
。
15
日
（
午
後
５
時
30
分
〜
）
、
21

日
（
午
後
７
時
〜
）
に
生
徒
や
職
員
、

地
域
住
民
ら
で
声
援
を
送
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
阿
仁
地
区
で
も
高
橋
大
斗
後

援
会
が
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の

テ
レ
ビ
応
援
を
実
施
し
ま
す
。
う
ち
15

日
は
午
後
６
時
か
ら
、
21
日
は
午
後
７

時
か
ら
。
後
援
会
で
は
多
く
の
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

　
が
ん
ば
れ
、
高
橋
、
小
林
！
　 

  

●
市
民
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う<

複
合
競
技
は
２
月
11
日
〜>

が
ん
ば
れ 

高
橋
・
小
林
両
選
手 

ありさ 

み り  り ほ  

ひろと 

高橋選手（左）と小林選手（１月２２日、チェコ

のハラコフで行われたワールドカップの会場で） 
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MANABI　NO　HIROBA

　
合
川
地
区
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
主
催
に
よ
る
「
第
45
回

合
川
地
区
い
き
い
き
女
性
セ
ミ
ナ
ー
」
が
１
月
22
日
、
合
川

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
女
性
が
一
堂
に
会
し
、
地
域
に
お
け

る
問
題
の
解
決
や
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合

お
う
と
毎
年
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
約
１
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
開
会
式
で
は
合
川
地
区
婦
人
会
会
長
の
伊
東
和
子
さ
ん
が

「
地
域
に
は
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
と
も

に
知
恵
を
出
し
合
い
、
よ
り

良
い
地
域
づ
く
り
を
探
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
こ
の
後
、
市
長
ら

を
助
言
者
と
し
て
グ
ル
ー

プ
討
議
が
行
わ
れ
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
づ
く
り
の
在

り
方
に
つ
い
て
沢
山
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

北秋田市 
教育委員会 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANAB I　NO　H IROBA

合川地区いきいき女性セミナー

より良い地域づくりを高鷹大学公開講座「芸術鑑賞会」

民話の１人語りを鑑賞

　鷹巣地区の中央公民館をはじめ、地区の公民館
を拠点に活動をしているサークル等市民が一堂に
集い、活動を発表し合い、学習を深める「公民館
まつり」が１月２２日、中央公民館で開催され、
約３００人が参加しました。 
　まつりでは合川、森吉、阿仁の公民館活動が紹
介された後、舞踊やコーラスなどの演示や、思い
出の歌喫茶ひまわりでは参加者も一緒に歌い楽し
みました。 
　午後からは、秋田方言の研究家河田竹治さん（旧
鷹巣町出身）の「秋田の民話」と題した講演も行わ
れました。 

▲岸部市長を交えてのグループ討議 

▲七日市公民館の定期押し花講座 ▲中央公民館のドックラバーズ 

（犬のしつけ方教室） 

▲坊沢公民館のマンドリンの伴奏による
　女性コーラス 

　鷹巣地区の高齢者講座「高鷹大学」の芸術鑑賞会

が１月２２日、市文化会館で開催されました。 

　この鑑賞会は、これまで講座受講生を対象にして

行われていたものですが、今回は公開講座として開

催されたものです。 

　当日は雪と強風という悪条件にもかかわらず、一

般入場者も合わせて約３００人が鑑賞し、関心の高

さを感じました。 

　今回は、鷹巣地区を拠点に活動している劇団風の

子の高坂さとしさんによる一人語り「みちのくの民

話」を鑑賞しました。高坂さんが、抑揚のある秋田

の言葉で語り始めると、そこはもう民話の世界とな

り「民話」の終わり独特の『オチ』に大笑いし、会

場中が楽しい雰囲気でいっぱいになりました。 

　鑑賞後に回収したアンケートには「帰ったら、早

速孫に聞かせたい」「毎日の雪かきで、暗い気持ち

でいたが、疲れが吹っ飛ぶほど楽しかった」「一人

暮らしで、なかなか笑うことがないが、久しぶりに

おなかを抱えて笑うことが出来た」などがあり、温

かい気持ちで帰途についたようです。 

▲３００人が楽しんだ芸術鑑賞会 
（劇団風の子・高坂さとしさんによる「みちのく民話」） 

〜平成１７年度鷹巣地区公民館まつり〜◆発表者も会場も和気あいあいと◆発表者も会場も和気あいあいと〜生涯学習奨励員の皆さんと一緒に〜◆「トライあんぐるＤＡＹ」◆「トライあんぐるＤＡＹ」

‥‥‥参加した生涯学習奨励員の声‥‥‥

　今回の事業は、全市から参加を得たことで、
単に遊びにとどまらず、子どもなりの市民意
識の醸成につながったように思います。 
　交流を通し、子どもたちは同じ市民として
の仲間意識を感じ取っていたようで、別れの
際には参加した他地区の子たちとも再会を約
束し合っていた姿が印象的でした。 
　これからの市を担い、未来を拓く子どもた
ちの世代に大いなる希望と期待を抱きました。 

■市内各地域の子ども・家族が参加 

　中央公民館講座「トライあんぐる」と北秋地

区(北秋田市と上小阿仁村)生涯学習奨励員協議

会が共催し『トライあんぐるＤＡＹ』を開催し

ました。 

　同講座で毎年１月に行なっているジャンボか

るた・ジャンボトランプ・ジャンボすごろくの

遊びをより多くの子どもたちに体験してもらお

うと企画したところ、前日までに全市で４０人

の参加申し込みがありました。 

　当日は、家族を合わせて６０人が参加、３グ

ループに分かれて、順番にゲームを楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■生涯学習奨励員って？ 
　市の生涯学習奨励員は１９人。教育委員会か
ら委嘱され、地域の皆さんへ生涯学習に関する
情報の提供や活動のお手伝いをします。 
　また、奨励員同士で情報交換をし、それぞれ

の地区の生涯学
習推進に役立て
ています。 
　今回の「トラ

イあんぐるＤＡ

Ｙ」での成果も、

今後の生涯学習

活動や奨励員活

動に役立てられ

ます。 
▲あいさつする北秋生涯学習奨励員 

　協議会の櫻庭善太郎会長 

こうよう 

▲参加した子どもたち（ジャンボカルタ取り） 
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先
月
24
日
に
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
た
、
秋
田
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陸
線
再
生
支
援
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
に
お
い
て
「
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
内
陸
線
再
生
計
画
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
後
は
内
陸
線
の
再
生
に
向
け
て
北
秋
田
市
、

仙
北
市
共
同
で
計
画
が
実
施
さ
れ
て
い
き
ま
す
。 

　
そ
の
な
か
で
、
平
成
16
年
か
ら
内
陸
線
の
乗
車

運
動
を
展
開
し
て
き
た
「
存
続
を
考
え
る
会
」
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

公 民 館 

文化会館 

スポーツ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

料理のプロに、和食を手早く作るコツ等を教わります。 

●日時　３月４日（土）９：30～13：00 

●場所　北秋田市中央公民館　調理室 

●講師　田村弘子さん（料理研究家：大館市在住） 

●参加対象　どなたでも参加できます。定員20人 

●持参  エプロン、三角巾、筆記用具 

●材料代　１,０００円程度 

●申込期間　２月17日（金）～27日(月)まで 

※但し、定員20人になり次第締め切ります。 

 

銅板や銀板にガラスの粉等をのせて電気炉で焼きます。 

●日時　３月11日(土)・18日(土)　13：00～16：00 

●場所　北秋田市中央公民館　3階中教室 

●講師　阿部由美子さん（大館市比内町在住） 

●内容　キーホルダー・ブローチ・ネックレス　等 

●参加対象  小学生以上　定員15人 

●持参  筆記用具 

●材料代　７００円より（作品により異なります） 

●申込期間　２月17日（金）～３月１日(水)まで 

※但し、定員15人になり次第締め切ります。 

◎申し込み・お問い合わせ ８：30～　 

　　　北秋田市中央公民館 　　　 �６２－１１３０ 

手軽でおいしい家庭料理教室

七宝焼き講座

君のハートよ位置につけ 

秋田わか杉国体
北秋田市は、バレーボール、フェンシング 
山岳、アーチェリーの会場です 

 

 

北秋田市中央公民館　�６２－１１３０ 

【２月のロビー展】中央公民館　フラワーアレンジメント 

２・18（土）フランス料理講座 9:30～13:00 

　　19（日）韓国の家庭料理講座 10:00～13:00 

３・10（金）鷹巣地区公民館定期講座 

　　　　　　｢閉講のつどい」 18:00～20:50 

　　11（土）｢トライあんぐる｣ 

　　　　　　◆みんなでおやつ作り！ 9:00～12:00 

合　川　公　民　館　�７８－２１１４ 

【ロビー展】華道部（18 日～27日） 

　　　　　　パッチワーク金木星の会（3月1日～） 

２・17（金）ハーブに親しむ講座 10:00～12:00 

　　20（月）刺し子講座 9:30～12:00 

森　吉　公　民　館　�７２－３２５９ 

２・17（金）童謡サロン 14:00～15:00 

　　21（火）初心者向け料理教室 10:00～13:00 

　　22（水）フラダンス教室 13:30～15:00 

　　24（金）雛祭り用フラワーアレンジメント 

 10:00～12:00 

阿　仁　公　民　館　�８２－２２２０ 

２・17（金）コスモス会学習会 10:00～15:00 

　　22（水）婦人科体力づくり講座 10:00～12:00 

　　　　　　ヨガ体操講座 17:00～20:30 

　　23（木）いきいきスポーツ 10:00～12:00 

 

 

２・17（金）経営事項審査及び入札参加資格審査説明

　　　　　　会（秋田県建設交通部） 13:30～ 

　　18（土）おはなしでてこい 14:00～ 

　　　　　　川を生かし川に生かされる地域を考える

　　　　　　フォ－ラム【入場無料】 13:30～ 

　　19（日）good bye high school 2006ﾁｬﾘﾃｨｰｺﾝｻｰﾄ 

　　　　　　入場料：前売券300円　当日券400円 

 13:30～ 

　　21（火）年金受給者講習会　　　　   13:30～ 

　　25（土）北秋田市読書感想文・感想画コンク－ル

　　　　   9:30～ 

　　28（火）北秋田地域の環境を考える集い 13:30～ 

　　　　　　講演：ごみ減量化・リサイクルに関する講演 

 

 

２・18（土）・19（日）第８回男子Ｖ１リーグ 

　　　　　　（バレーボール） 鷹巣体育館 

 

２・18（土）・19（日）大館・北秋田高校新人、社会人

　　　　　　バスケットボール大会 合川体育館 

　　25（土）８人制バレーボール大会 鷹巣体育館 

　　26（日）県民歩くスキーのつどい 北欧の杜公園 

３・11（土）・12（日）第13回Ｖリーグ男子・第９回

　　　　　　Ｖ1リーグ出場順位決定戦　　鷹巣体育館 

ヨガ体操 講 座
●日時　２月22日（水）・３月１日（水）・８日（水）

　　　　各回とも19：00～20：30 

●場所　阿仁公民館（ふるさと文化センター） 

●講師　工藤　紀　参加費：無料 

●定員　１０～１５名程度 

●持参　バスタオル　 

◎申し込み・お問い合わせ 

　　　阿仁公民館　　　　　　　�８２－２２２０ 
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秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱
取
締
役
会
に
出
席 

北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議
に
出

席 小
阿
仁
川
水
系
対
策
委
員
会
総
会
に
出
席 

小
阿
仁
川
筋
ダ
ム
対
策
協
議
会
に
出
席 

小
猿
部
簡
易
水
道
評
価
委
員
会
に
出
席 

17
年
度
補
正
予
算
に
か
か
る
査
定
を
実
施 

旧
４
町
ふ
る
さ
と
会
役
員
と
の
懇
談
会
に
出
席 

豪
雪
に
伴
う
要
望
活
動
の
た
め
国
土
交
通
省
道
路
局
及

び
総
務
省
自
治
財
政
局
を
訪
問 

首
都
圏
に
お
け
る
企
業
立
地
説
明
会
に
出
席 

北
秋
田
市
合
川
地
区
い
き
い
き
女
性
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席 

平
成
18
年
第
１
回
北
秋
田
市
議
会
臨
時
会
に
出
席 

平
成
18
年
度
当
初
予
算
に
か
か
る
査
定
を
実
施 

北
秋
田
市
基
本
構
想
審
議
会
よ
り
答
申 

秋
田
内
陸
線
再
生
計
画
策
定
委
員
会
に
出
席 

阿
仁
病
院
運
営
協
議
会
新
春
懇
談
会
に
出
席 

救
急
医
療
と
高
速
道
路
を
テ
ー
マ
に
し
た
テ
レ
ビ
番
組

の
収
録 

国
土
交
通
省
能
代
河
川
国
道
事
務
所
と
北
秋
田
市
と
の

意
見
交
換
会
に
出
席 

北
秋
田
市
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
・
中
岱
橋
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
の
要
望
活
動
の
た
め
、
知
事
と
北
秋 

田
地
域
振
興
局
長
に
面
会 

北
秋
田
市
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
・
中
岱
橋
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
の
要
望
活
動
の
た
め
、
国
土
交
通
省 

東
北
地
方
整
備
局
長
に
面
会 

知
事
を
囲
む
新
春
の
集
い
に
出
席 

北
秋
田
市
誕
生
記
念
年
末
年
始
大
売
出
し
抽
選
会
に
出

席 平
成
18
年
度
地
方
公
団
体
と
郵
便
局
と
の
協
議
会
に
出

席 老
荘
・
婦
人
大
学
合
同
研
修
公
開
講
演
会
「
市
長
と
語

る
会
」
に
出
席 

北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
正
副
管
理
者
会
議
に

出
席 

北
秋
田
市
建
設
業
協
会
新
年
会
に
出
席 

秋田内陸線再生計画が承認されました秋田内陸線再生計画が承認されました
乗って残そう��秋田内陸線

　
平
成
16
年
当
時
は
、
県
・
沿
線
８
町
村
に
よ
る

内
陸
線
懇
話
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
存
続
の
是

非
に
つ
い
て
問
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
よ
う
な
な
か
、
廃
止
論
に
危
機
感
を
抱
い

た
当
時
の
阿
仁
町
自
治
会
長
会
は
、
５
月
に
秋
田

内
陸
縦
貫
鉄
道
の
「
存
続
を
考
え
る
会
」
を
設
立
し

ま
し
た
。 

　
発
足
当
時
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
自
治
会
長
会
、

婦
人
会
、
商
工
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
各
種
団
体

で
、
主
な
活
動
と
し
て
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

開
催
、
沿
線
地
域
と
の
交
流
会
、
企
画
列
車
の
利

活
用
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
組
織
拡
大
な
ど
の

乗
車
運
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
現
在
、
存
続
を
考
え
る
会
は
阿
仁
地
区
の
み
な

ら
ず
、
北
秋
田
市
全
域
、
さ
ら
に
は
、
仙
北
市
ま

で
会
員
が
拡
大
し
、
今
後
も
増
加
す
る
見
込
み
で

す
。
今
後
は
、
よ
り
一
層
行
政
と
一
体
と
な
り
、

沿
線
地
域
全
て
を
巻
き
込
ん
だ
乗
車
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。 

●
内
陸
線
の
バ
ス
転
換
は
更
に
マ
イ
カ
ー
移
行
に
拍

　
車
が
か
か
り
乗
客
が
減
少
し
ま
す
。 

●
失
っ
た
も
の
を
取
り
返
す
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

　
バ
ス
転
換
又
は
廃
止
は
過
疎
化
が
進
行
し
地
域
が

　
崩
壊
し
ま
す
。 

●
要
望
の
新
ダ
イ
ヤ
に
よ
り
10
月
か
ら
東
京
日
帰
り

　
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
一
歩
前
進
で
す
。
存
続

　
の
た
め
皆
の
知
恵
を
結
集
し
、
乗
車
促
進
の
運
動

　
を
展
開
し
よ
う
。 

　
秋
田
内
陸
線
は
、
大
正
11
年
鷹
巣
か
ら
角
館

に
至
る
鉄
道
（
鷹
角
線
）
と
し
て
建
設
計
画
が

決
定
し
、
昭
和
９
年
、
鷹
巣
〜
米
内
沢
間
が
開

業
し
ま
し
た
。
昭
和
11
年
に
は
阿
仁
合
ま
で
、

そ
し
て
昭
和
38
年
に
阿
仁
合
〜
比
立
内
間
が
開

業
し
、
全
長
46
．０
㎞
の
国
鉄
阿
仁
合
線
と
し

て
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。 

　
一
方
、
角
館
〜
松
葉
間
の
19
．５
㎞
は
、
昭

和
45
年
国
鉄
角
館
線
と
し
て
開
業
し
、
両
路
線

は
昭
和
61
年
10
月
末
ま
で
営
業
さ
れ
ま
し
た
。

鷹
角
線
の
未
開
通
部
分
松
葉
〜
比
立
内
間
の

29
．３
㎞
の
早
期
開
通
が
望
ま
れ
、
昭
和
59
年

10
月
全
線
開
通
を
熱
望
す
る
沿
線
８
町
村
と
県

は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄

道
株
式
会
社
を
設
立
し
、
未
開
通
部
分
の
工
事

に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
平
成
元
年
４
月
、
大
正
11
年
に
建

設
計
画
が
決
定
し
て
か
ら
半
世
紀
以
上
を
経
て
、

沿
線
住
民
の
念
願
で
あ
っ
た
鷹
巣
〜
角
館
間

94
．２
㎞
は
つ
い
に
全
線
開
通
と
な
り
ま
し
た
。 

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
の
歴
史

初めての方でも 
大丈夫です！ 
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お知らせ お知らせ 

人のうごき

 

○
応
急
の
診
察
を
要
す
る
人
。 

○
往
診
は
し
て
い
ま
せ
ん
。 

○
仕
事
や
職
場
の
都
合
で
夜
間
診

　
療
を
受
け
る
場
合
は
、
診
療
に

応
じ
か
ね
ま
す
。 

※
年
齢
・
病
気
の
病
状
に
か
か
わ

　
ら
ず
当
番
医
に
電
話
等
で
ご
相

　
談
く
だ
さ
い
。 

（午後６：３０～９：００） 

清 　 陸 斗   

大 里 和 羽   

成 田 姫 愛   

工 藤 七 翔   

榎 　 春 音   

成 田 昂 生   

泉 　 智 大   

五代儀晟汰  

佐 藤 洸 希   

齋 大輔  

堀 部 那 月   

畠山梁太郎  

松 井 美 結   

白 渡 勇 斗   

村 形 光 優   

木 村 楓 愛   

山 口 朝 陽   

東 條 一 太   

 

(　 )  

(　 )  

(　 )  

(　 )  

(　 )  

(　 )  

(　 )  

(　 )  

(　 )  

(　 )  

(　 )  

(　 )  

(　 )  

(　 )  

(　 )  

(　 )  

(　 )  

(　 )  

 

材 木 町  

宮 前 町  

今 泉  

住 吉 町  

幸 町  

四 渡  

東 横 町  

舟 見 町  

小 ケ 田  

田 中  

前 野  

西陣場岱 

福 田  

合 川  

合 川  

梅 栄  

米内沢駅前 

阿仁水無  

 

長男  

三男 

二女 

三女 

長男 

長男 

長男 

長男 

二男 

二男 

長女 

長男 

長女 

長男 

二男 

長女 

二男 

長男 

 

亮 

克史 

雄一 

慎一 

和浩 

和幸 

一成 

能嗣 

秋弘 

光生 

博和 

博光 

純 

恭兵 

耕悦 

聡志 

浩 

忍 

理恵 

香菜 

加奈子 

麻子 

昌子 

成子 

静香 

かおり 

セレスティナ 

順子 

美香 

枝里子 

紘子 

わかな 

奈美 

朋子 

文 

恵美子 

 

り く と 

か ず は 

き あ ら  

な な か  

は る と  

こうせい 

ともひろ 

せ い た  

こ う き  

だいすけ 

な つ き  

りょうたろう 

み ゆ う  

ゆ う と  

こうゆう 

ふ う な  

あ さ ひ  

い っ た 

１月16日～31日届出分 
 

お誕生おめでとう 
　　　　ございます 

 

おくやみ申し上げます 

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

藤 島 春 雄  

山 田 昭 三  

間 渕 ス ナ  

小 塚 イ ソ  

三 沢 　 壽   

宮 腰 俊 夫  

佐藤忠一郎 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

 

77 

78 

91 

92 

55 

87 

85 

 

大 堤   

住 吉 町   

小 森   

舟 場   

前 野   

品 類   

糠 沢   

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

笹 代 定 雄   

木 村 賢 一   

松 岡 シ ワ   

松 岡 ア サ   

松 岡 チ ヤ   

笠 井 ミ サ   

齊 藤 正 子   

工 藤 佐 吉   

櫻井シケヨ  

奥 山 道 友   

播磨クミヱ  

片 岡 利 吉   

秋 元 由 藏   

松浦正千代  

庄 司 タ カ   

小林謙三郎  

佐 藤 セ チ   

辻 　 久 男   

西 根 公 則   

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

 

 

 

 

 

 

68 

75 

93 

87 

91 

87 

53 

90 

96 

32 

92 

81 

82 

57 

87 

74 

85 

73 

23 

 

舟 場    

新 田 中    

羽 根 山    

合 川    

羽 根 山    

上 杉    

金 沢    

浦 田    

米内沢駅前  

本 城 上    

中 道 岱    

浦 田    

本 城 上    

平 里    

八 幡 森    

阿仁小様  

阿仁根子  

阿仁水無  

阿仁幸屋  

は る お 　 

しょうぞう　 

 　　　 

 　　　 

ひさし 

と し お　 

ちゅういちろう   

 

三 浦 隆 秀   

畠 山 由 佳 里  

た か ひ で  

ゆ か り  

　さん 

　さん 

南 鷹 巣   

二ツ井町 （ 

日 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

曜 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

電話番号 

63－0515 

63－2700 

62－1455 

62－2882 

60－1055 

62－1420 

78－3338 

78－3161 

62－1146 

63－0105 

62－1400 

82-2351 

62－1101 

医 療 機 関 名  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

たむら内科クリニック 

北 秋 中 央 病 院  

藤 原 医 院  

う え だ ク リニック  

佐藤外科消化器科医院 

疋 田 外 科内科医院  

合川国民健康保険診療所 

奈 良 医 院  

佐々木産婦人科医院 

石川耳鼻咽喉科医院 

阿 仁 病 院  

盛 岡 外 科 医 院  

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さ だ お  

けんいち 

 

 

　　   

  

ま さ こ  

さ き ち  

　　　　  

どうゆう 

　　　　  

り き ち  

よしぞう 

ま さ ち よ 

 

けんざぶろう 

 

ひ さ お  

きみのり 

齊 藤 直 之  

戸 嶋 淳 子  

  な お ゆ き  

じ ゅ ん こ  

　さん 

　さん 

相 善 町  

相 善 町  （ 

お二人の前途を 
　　　　祝福します 

 

 

 

●日時　２月23日（木） 13：30～15：00 

●場所　北秋田市保健センター  

●内容　講演　テーマ「歯周疾患の予防と治療について」  

　　　　講師　北秋中央病院　  

　　　　　　　　歯科口腔外科科長　小松賢一先生 

◎お問い合わせ 

　　　北秋田市保健センター　　　　  �６２－６６６６  

 

　市水道課では、皆様に安全でおいしい水を飲んでい

ただくために、水質検査の項目・場所・頻度をまとめ

た平成18年度の水質検査計画を公表（閲覧）します。 

●日時　３月１日（水）～31日（金） 

　　　　月～金曜日で８：30～17：00 

◎お問い合わせ 

　　　北秋田市水道課                　　 �６２－６６３７ 

 

●日時　２月28日（火）～３月２日（木） 

　　　　13：30～15：00 

●場所　森吉コミュニティセンター 

●講師　森吉公民館職員　受講料無料　定員10名 

◎申し込み・お問い合わせ 

　　　森吉公民館                　　　　 �７２－３２５９ 

 

●日時　３月１日（水）　10：00～12：00 

●場所　合川農村環境改善センター 

●講師　黒田ヒロ子さん　●材料費　１,０００円 

●内容　ブルーベリーを使った染め物体験 

●定員　10名　※定員になり次第締切ります 

●申込期限　２月21日（火）まで 

◎申し込み・お問い合わせ 

　　　合川公民館　　　　　　　　　  �７８－２１１４ 

生き生き健康教室 

●日時　２月25日（土）　13：00～14：30 

●場所　北秋田市中央公民館　大教室 

●講師　秋田県埋蔵文化財センター　高橋学　学芸主事 

●参加対象　どなたでも参加できます  

●申込期限　2月22日(水)午後5時まで 

※準備の都合上、事前にお申込ください。 

◎申し込み・お問い合わせ 

　　　北秋田市中央公民館　　　　　  �６２－１１３０ 

    　　 

　 

●日時　２月25日（土）　15：00～19：00 

●場所　阿仁異人館・伝承館とその周辺 

●概要　異人館　ジャズピアノ演奏　大人300円 

　　　　（15：00～15：30、17：00～18：00）　 

　　　　伝承館　写真展・休憩所 

　　　　異人館・伝承館周辺　雪と光の広場・回廊 

　　　　（作業ボランティアを募集しています） 

◎お問い合わせ 

　　　阿仁支所観光振興課　　　　　  �８２－２１１７ 

 

 

●期日　２月25日（土） 

●場所　北秋田市鷹巣体育館 

●対象　北秋田市在住者、北秋田市に勤務する方　　

　　　　各地区の同好会に所属している方 

●参加料　１チーム　２,０００円 

●申込期限　２月20日（月）まで 

●その他　試合球は８人制家庭バレーボール 

◎申し込み・お問い合わせ 

　　　北秋田市鷹巣体育館　　　　　  �６２－３８００ 

　　　　　　　　　　　　　　  　ＦＡＸ６２－３８０１ 

Ａkitaふるさと活力人養成セミナー

人口と世帯数 
１月31日現在 

住民基本台帳による 

　総人口　40,591人（ 39人減） 

　　男　　19,222人（ 14人減） 

　　女　　21,369人（ 25人減） 

　 出生 　27人　転入　 41人 

　 死亡 　57人　転出　 50人 

　世帯数  14,872世帯（９世帯減） 

前月比 
 

成 田 公 伸   

日下部都百子  

　さん 

　さん 

鷹巣大町  

あけぼの町 （ 
木 村 泰 基  

杉 渕 洋 子  

ひ ろ き  

よ う こ  

 

　さん 

　さん 

梅 栄  

三 里  （ 

税 の納期限 

２月28日まで 
 

国民健康保険税 第８期 
 

水道水質検査計画の公表を行います

第１回北秋田市民８人制バレーボール�
親睦交流大会

スノーマン・キャンドル＆ジャズナイト�at　阿仁異人館

森吉公民館講座�パソコン教室（Word初級）

●日時　２月18日（土）　14：00　試合開始 

　　　　２月19日（日）　11：00　試合開始 

●会場　鷹巣体育館　�６２－３８００ 

●料金　　　　　　　　　　　　　　前売　　当日 

　　　一　　般（通常）　　　　1,500円　1,800円 

　　　一　　般（２日間共通券）2,500円　3,000円 

　　　小中高生（通常）　　　　　500円　  700円 

　　　小中高生（２日間共通券）　800円　1,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎お問い合わせ　 

　　　鷹巣バレーボール協会　　�６０－１６０１ 

Ｖ１リーグ�
オリジナル�
チアースティックを�
先着２００名様に�
プレゼント

第８回　Ｖ１リーグバレーボール男子鷹巣大会

染め物講座〜ブルーベリー〜

 

『北秋田市の古代　〜胡桃館遺跡の木簡からわかること〜』

こ う し ん  

と  も  こ  



ＳＮＯＷ
ＦＥＳＴＩＶＡＬ
ＳＮＯＷ
ＦＥＳＴＩＶＡＬ

来てみねが！！ 森吉山阿仁スキー場 

ＳＮＯＷ
ＦＥＳＴＩＶＡＬ

来てみねが！！ 森吉山阿仁スキー場 

日時　２月26日（日）�
　　　９：00〜15：30
場所　森吉山阿仁スキー場�
◎お問い合わせ
　北秋田市阿仁支所　観光振興課
　　　　　　�　８２−２１１７
　　　　　FAX�８２−３５０５

森吉山阿仁の樹氷GSL大会
　ボーダー、スキーヤー、恋人、親子でも自己申

告制なので初心者でも優勝のチャンスが・・・

◆競技種目　自己申告制によるＧＳＬ 

　個人の部２本制・ペアの部１本制 

◆受付時間　８：00～９：00 

◆競技開始　10：00～

◆参�加�料　各種目１人　１，５００円

スカイマスターでＵＦＯキャッチャー
　電線工事等で使われるスカイマスターを使って特

大ＵＦＯキャッチャーで賞品をゲット

◆時　間　13：00～15：00 

◆参加料　大人300円　子ども100円 

◆会　場　山麓駅舎特設会場 

あなたもマタギ腕試し大会

　マタギの狩道具「ワラダや鉄砲」を使った的当て

ゲーム　君は何頭ハントできる・・・ 

◆種　目　ワラダ投げゲーム、射的ゲーム 

◆参加料　大人300円　子ども100円 

◆時　間　13：00～15：00 

◆場　所　山麓駅舎特設会場　 

 
スキー無料講習会
全日本スキー連盟級別テスト

◆受　付　９：00～９：30 

◆場　所　イベント本部 

あったかい出店サービス

◆時　間　10：00～15：00 

◆会　場　山麓駅舎特設会場 

ゴンドラ往復樹氷ウルトラクイズ
　ゴンドラに乗って賞品をゲットしよう。山頂に

はヒントが隠されている・・・

山頂駅舎にあるクイズ用紙に解答し、予選通過20

名にバラマキクイズへの参加権利が与えられます 

◆時　　間　９：00～14：00 

◆参 加 料　無料 

山麓駅舎の解答ボックスへ投函してください 

 

阿仁の樹氷タクシー
■大館能代空港・JR鷹ノ巣駅〜阿仁スキー場（阿仁前田駅・阿仁合駅経由）

　往復・ゴンドラ券セット大人一人　3,400円　※小人半額

往路

８：30 

14：30

８：45 

14：45

９：10 

15：10

９：30 

15：30

９：55 

15：55

ＪＲ鷹ノ巣駅発 大館能代空港発 阿仁前田駅 阿仁合駅 阿仁スキー場着 

復路

10：05 

16：05

10：30 

16：30

10：50 

16：50

11：15 

17：15

11：30 

17：30

ＪＲ鷹ノ巣駅発 大館能代空港発 阿仁前田駅 阿仁合駅 阿仁スキー場着 

■阿仁合駅〜阿仁スキー場（往復・ゴンドラ券セット）

　往復・ゴンドラ券セット大人一人　2,100円　※小人半額

９：20 

10：20 

13：10

９：45 

10：45 

13：35

阿仁合駅発 阿仁スキー場着 往路 復路
12：20 

14：20

12：45 

14：45

阿仁合駅着 阿仁スキー場発 

※赤字は乗車専用、普通字は降車専用 

※往路の鷹巣駅、空港は15分前、復路の 

　　　　　　　阿仁スキー場と阿仁合駅 

　　　　　　　は、２時間前までの予約 

　　　　　　　が必要です。 

　　　　　　　●予約先　 

　　　　　　　たかのすタクシー 

　　　　　　　　　　　　　�62-1411 

　　　　　　　丸宮タクシー�62-2030 

 

※往路の阿仁合駅は10分前、復路の阿仁スキー場 

　　　　　　は、30分前までの予約が必要です。 

　　　　　　●予約先 

　　　　　　　　阿仁タクシー　�82-3115

※参加申込書は 

市のホームページ 

からダウンロード 

してください。 
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